
 

知的財産契約実務セミナー（東京） 
～実戦に役立つ戦略的な知財契約の進め方と留意点～ 

 

 

担当 

講師 

高橋雄一郎（たかはし ゆういちろう） 

（経歴） 

平成３年３月     慶應義塾大学理工学部電気工学科卒 

平成３年４月～  株式会社東芝にて特許出願・係争業務を担当 

平成１４年３月     

平成１５年１０月  弁護士登録，高橋雄一郎法律事務所開設 

平成１７年１０月  特許業務法人高橋・林アンドパートナーズ開設 

平成２４年４月～  慶應義塾大学理工学部特任教授（非常勤） 

実施 

日程 

第１回：  ７月 ６日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

第２回：  ７月１３日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

第３回：  ７月２０日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

第４回：  ７月２７日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

第５回：  ８月 ３日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

第６回：  ８月１７日（水） １８：３０～２１：４５  弁理士会館 

受講料 ４０，０００円（税込・テキスト代込） 

対象者 
知的財産を活用するための契約実務に関与されている方、または今後の関与をご検討されている方。 

（知的財産契約実務にご関心のある方であれば、弁理士会会員でない方々も受講者として歓迎します。） 

概要 

ねらい 

近時、企業の経営課題の解決手段の一つとして知的財産活用の重要性が高まっており、知財の専門家で

ある弁理士等の知財関係者の関与が求められています。知財活用において契約締結の場面を避けること

はできず、その進め方次第では企業の業績を大きく左右することから、契約実務における実戦に即した知

識を身に付けることが重要です。 

本講座では、契約の基礎から交渉術、知財契約の紛争類型と対応、契約書のチェックポイント、知財取引

に伴う課税、渉外契約特有の問題等について、最新情報を交えながら、実戦に役立つ戦略的な知財契約

の進め方や留意点を学びます。 

到達目標 
知的財産の活用における契約の経験が十分でない者が、企業の知財契約実務の概要を理解して知財契

約に携われるようになる。 

形態 講義（セミナー方式） 



 

内容 

（予定） 

（１） 第１回：契約法入門 

 企業間契約 (1.5h) 

− 企業間契約の特殊性と力関係に差がある当事者の契約紛争 

 特許保証条項と他社特許対応 (1.5h)  

− 紛争類型と対応方法，クリアランスの方法 

 

（２） 第２回：秘密保持契約と共同開発  

 秘密保持契約とノウハウライセンス契約 (1.5h) 

− 紛争類型と対応方法 

 共同開発の諸問題 (1.5h)  

− 共同開発契約，共同出願契約，不実施補償，産学連携の諸問題 

 

（３） 第３回：特許戦略と特許ライセンス交渉 

 経営学と特許戦略 (1h) 

 特許侵害をめぐる紛争処理 (1h) 

− 成功例，失敗例の紹介 

 特許ライセンス契約の諸問題 (1h) 
 

（４） 第４回：企業組織をめぐる知財実務 

 ベンチャー企業と知的財産，組織再編と知的財産 (1.5h) 

 雇用と知的財産 (1.5h) 

− 従業員の管理，職務発明と契約，社内規定の整備 

 

（５） 第５回：知的財産と税務 

 租税法概説 (1h) 

 知財関連税務の諸問題 (2h)  

− 寄付金課税，源泉徴収の税務，外国企業とのライセンス取引と課税，租税条約，移転価格

税制 
 

（６） 第６回：知的財産渉外契約入門 

 国際私法と外国法概説 (0.5h) 

 英米法入門とアメリカ契約実務 (2h)  

 中国法入門と中国契約実務 (0.5h) 

事前課題 特になし 

参考図書 特になし 


